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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

備えあり
消防訓練実施

地区本部

大方支所

中村支所 売上の一部を寄付
しまんと農法米

　

中
村
支
所
は
12
月
19
日
、「
し
ま
ん
と
農
法
米
」
の

売
り
上
げ
の
一
部
を
四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
に
寄
付

し
ま
し
た
。
四
万
十
市
内
で
行
っ
た
寄
付
式
で
は
生
産

者
、
同
市
農
林
水
産
課
、
Ｊ
Ａ
ら
10
人
が
参
加
。
同
農

法
米
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
と
も
に
四
万
十
川

の
環
境
に
配
慮
し
た
農
法
で
作
る
同
市
の
ブ
ラ
ン
ド
米

で
、
生
産
者
も
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
ま
た
寄
付
金
型

商
品
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
消
費
者
も
四
万
十
川
流
域

の
環
境
保
全
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
寄
付
金
の
目
録
を
受
け
取
っ
た
同
市
中
平
正
宏
市

長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
環
境
学
習
や
森
林
整
備
な
ど

様
々
な
事
業
に
役
立
て
て
い
る
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　

現
在
同
支
所
管
内
の
生
産
者
13
戸
（
内
、
集
落
営
農

組
織
２
組
織
）
が
約
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　

幡
多
地
区
よ
さ
こ
い
ミ
デ
ィ
研

究
会
は
12
月
７
日
、
中
村
選
果
場
で

よ
さ
こ
い
ミ
デ
ィ
の
目
慣
ら
し
会

を
開
催
し
、
生
産
者
や
幡
多
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
な
ど
９
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
目
慣
ら
し
会
で
は
、

収
穫
し
た
い
く
つ
か
の
ト
マ
ト
の

色
や
形
、
大
き
さ
を
見
な
が
ら
出
荷

基
準
の
確
認
を
行
い
、
今
年
度
も
糖

度
７
度
以
上
を
維
持
し
、
品
質
を
統

一
す
る
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
園
芸
年
度
は
約
１
７
０

ト
ン
を
出
荷
し
ま
し
た
が
、
令
和
５

園
芸
年
度
は
令
和
４
園
芸
年
度
を

上
回
る
出
荷
量
・
販
売
額
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

大
方
支
所
苺
部
会
は
12
月
20
日
、
現

地
検
討
会
を
行
い
ま
し
た
。
部
員
や
幡

多
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
な
ど
８
人

が
参
加
。
面
積
10
ア
ー
ル
で
「
さ
ち
の

か
」
を
栽
培
す
る
橋
田
敏
幸
さ
ん
は
、
12

月
15
日
か
ら
出
荷
を
始
め
ま
し
た
。「
昨

年
よ
り
早
く
開
花
し
早
い
出
荷
と
な
っ

た
。
親
株
が
良
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
花

も
そ
ろ
っ
て
い
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
昨
年
度
約
19
ｔ
を
出
荷
。

今
年
は
20
ｔ
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
部
会
は
、
11
月
26
日
に
大
阪
市

で
開
催
さ
れ
た
「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ス

タ
」
に
て
、
新
規
就
農
者
を
呼
び
込
も
う

と
、
黒
潮
町
と
合
同
で
出
展
し
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

現地検討会開催
大方支所苺部会

中村支所 よさこいミディトマト
目慣らし会

寄付式に臨む皆さん。

　

幡
多
地
区
本
部
と
中
村
支
所
は
12

月
20
日
、
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

地
区
本
部
で
は
新
館
で
の
訓
練
は
初

め
て
。
所
属
す
る
は
た
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
、
信
用
共
済
部
、
企
画
組
合
員
課

が
火
元
確
認
か
ら
避
難
誘
導
、
通
報
、

初
期
消
火
、
安
否
確
認
の
点
呼
ま
で
一

連
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
消
火
訓
練

で
は
地
区
本
部
所
谷
哲
也
部
長
が
、
水

消
火
器
を
使
っ
て
、
注
意
点
や
消
火
器

の
扱
い
方
な
ど
を
実
践
し
て
説
明
。
参

加
者
全
員
が
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
消

火
訓
練
は
地
区
本
部
の
ほ
か
、
同
支
所

の
信
用
課
、
共
済
課
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

四
万
十
店
も
実
施
し
ま
し
た
。

消火訓練をする職員。

イチゴの株を観察し資料に目を通す部員の皆さん。収穫したよさこいミディの出来具合を見る参加者の皆さん。

　

幡
多
地
区
管
内
で
は
各
地
で
産
業
祭

が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
も
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
参
加
し
ま
し
た
。
11
月
３
日
に
３

年
ぶ
り
と
な
っ
た
大
月
産
業
祭
で
は
、

同
支
所
職
員
総
出
で
地
元
の
松
本
養
豚

の
精
肉
を
販
売
。
青
壮
年
部
幡
西
ブ

ロ
ッ
ク
の
部
員
の
皆
さ
ん
が
ポ
ン
菓
子

の
無
料
配
布
を
し
、
女
性
部
幡
多
地
区

大
月
支
部
が
作
り
た
て
の
餡
餅
を
販

売
。
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
産
業
祭
で
は
11
月
27
日
、

中
村
支
所
経
済
課
が
し
ま
ん
と
農
法
米

を
Ｐ
Ｒ
。
同
農
法
米
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
と

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
食
べ
比
べ
て
も
ら
い
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
消
費
者
の
声
や
ニ
ー

ズ
を
調
査
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
た
方
に
は
も
れ
な
く
、
し
ま
ん
と

農
法
米
の
２
合
袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
賑

わ
い
ま
し
た
。
こ
の
両
会
場
で
幡
多
地

区
畜
産
振
興
協
議
会
は
、
消
費
・
販
売

促
進
と
し
て
ひ
ま
わ
り
乳
業
（
株
）
の

販
売
す
る
ひ
ま
わ
り
牛
乳
、
リ
ー
プ

ル
、
ひ
ま
わ
り
コ
ー
ヒ
ー
を
各
４
０
０

本
ず
つ
無
料
配
布
し
ま
し
た
。
幡
多
地

域
で
搾
乳
し
た
生
乳
は
全
て
ひ
ま
わ
り

乳
業
（
株
）
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
宿
毛
市
橋
上
の
村
上
フ
ァ
ー
ム
の

ウ
イ
ン
ナ
ー
も
販
売
し
ま
し
た
。

　

土
佐
清
水
市
産
業
祭
は
12
月
３
日
に

開
催
さ
れ
、
女
性
部
幡
多
地
区
三
崎
支

部
が
餡
餅
や
芋
餅
、
の
し
餅
を
製
造
、

販
売
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
買
い
求
め
る

方
が
列
と
な
り
販
売
か
ら
２
時
間
足
ら

ず
で
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

幡多地区

大方支所

　

幡
多
地
区
は
令
和
４
年
度
第
３
回
地

区
・
第
２
回
支
所
合
同
運
営
委
員
会
お

よ
び
総
代
事
前
説
明
会
を
、
12
月
７
日

か
ら
19
日
に
か
け
10
カ
所
の
会
場
に
て

行
い
ま
し
た
。

　
（
株
）
Ｊ
Ａ
エ
ナ
ジ
ー
こ
う
ち
の
燃
料

事
業
に
関
す
る
報
告
や
（
株
）
コ
ス
モ
ス

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
の
解
散
、
日
高
育
苗
セ

ン
タ
ー
の
混
種
に
お
け
る
補
償
対
応
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度

の
仮
決
算
の
報
告
も
行
い
ま
し
た
。
12

月
16
日
の
宿
毛
支
所
運
営
委
員
会
で
は

約
40
人
が
参
加
。
12
月
19
日
の
中
村
支

所
で
は
52
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
高

知
県
と
し
て
の
事
業
運
営
の
あ
り
方
な

ど
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

農福どちらもメリットを
幡多地域農福連携協議会

幡多地区 第３回地区・第２回支所合同運営委員会
および総代事前説明会

生産者から収穫の仕方などの説明を聞く参加者の皆さん。運営委員会に参加の皆さん。

　

幡
多
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
11
月
29
日
、

黒
潮
町
で
幡
多
地
域
農
福
連
携
協
議
会
を

開
き
ま
し
た
。
管
内
の
特
別
支
援
学
校
、

福
祉
施
設
や
同
町
農
業
振
興
課
、
Ｊ
Ａ
な

ど
約
20
人
が
参
加
。
促
成
キ
ュ
ウ
リ
栽
培

の
現
地
で
代
表
的
な
作
業
内
容
を
視
察

し
、
同
支
所
集
出
荷
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
賃
金
や
雇
用
形
態

に
つ
い
て
な
ど
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。「
相
談
支
援
事
業
所
す
て
っ
ぷ
」
の
松

岡
由
美
子
専
門
員
は
「
情
報
共
有
で
き
て

良
か
っ
た
。
ま
ず
は
利
用
者
さ
ん
、
農
家

さ
ん
が
共
に
体
験
し
な
い
と
進
ま
な
い
。

農
林
水
産
色
々
な
就
職
先
が
広
が
る
よ
う

こ
の
よ
う
な
機
会
を
た
く
さ
ん
投
げ
か
け

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大月町・四万十市・土佐清水市
産業祭で賑わう

各会場で商品をＰＲする皆さん。
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幡多農業振興センター　市川 智啓　（電話 0880－34－7070）

農薬の安全使用について
１．農薬取締法とは 
　農薬を適正に使用するために、「農薬取締法」という法律があります。この法律の中で「農林水産大臣の登録を受けた
農薬以外は使用してはいけない（第二十四条）」と明記されています。
　農林水産大臣の登録を受けた農薬には「ラベル」が貼付されており、その「ラベル」には、使用時期・回数・使用量
や対象作物、対象病害虫が指定されています。この「ラベル」に書かれているとおりに農薬を使用すれば安全に防除できま
すが、逆に「ラベル」に書かれていること以外で農薬を使用すると、残留基準値を超えたり（出荷の停止）、薬害によって
作物が傷むことがあります。

２．農薬の「ラベル」を確認しましょう　
　近年、農薬事故で多いのは、「思い込み」による希釈濃度違いがあります。この農薬は1,000倍で使えると思い込み、「ラ
ベル」の確認をせず散布した後、散布記録を記入する時に2,000倍で登録されていることに気づき、残留濃度が基準値以
下になるまで出荷を見合わせることとなった事例が複数見受けられます。
　こうした事故は、農薬を調整する前と、使用（散布等）する前に２度、「ラベル」を確認することで、十分に防ぐことがで
きます。農薬を使用する際には、「ラベルの確認」をしっかり行ってください。

３．毒性の強い農薬の取り扱いに注意しましょう 
　農薬によっては、毒性が強いものもあり、特に“ハチハチ乳剤・フロアブル”は、農薬メーカーの説明によると、「学校
にある25ｍのプールに原液を3滴入れるだけで、プール内の魚が死ぬ」ほど魚毒性が強い農薬です。
　高知県内でも過去にハチハチの成分（トルフェンピラド）による魚のへい死（突然死のこと）事故が発生しています。魚
のへい死事故は、農薬事故の中でも特に重大であり、今後このような事故が起こらないよう、取り扱いについて周知を図っ
ています。
　「そんな危険な農薬を使っても大丈夫なのですか ？」との意見もありますが、正しく使用すれば問題ありません。“ハチハ
チ乳剤・フロアブル”は、魚類や甲殻類、蚕、蜂、天敵昆虫等への影響が強く、またレタス・コマツナ等の軟弱野菜や
バラ科・シソ科植物、その他の多くの作物へ薬害を生じる恐れがあるため、十分注意（周辺に飛び散らない配慮）が必要
です。人体への影響については、国の基準（試験等を行った結果）で安全であると判断されています（食品安全委員会農
薬専門調査会評価）。

ハチハチ乳剤・フロアブル使用時の注意点
　・絶対に水路（及び河川）に薬液を流入させない ！（事故の大半はこれが原因）
　・散布中の液漏れ（特にホースや噴霧機の継ぎ手部分からの漏れ）が無いように気をつける。
　・複数ほ場がある場合、薬液タンクや噴霧機等に農薬が入ってない状態で運搬する。
　・散布後の残液や、調整用スプーン、動噴、噴霧機、タンク、薬液ボトル等の洗浄液は、
　　ほ場内又は特定の薬液処理場所に捨てる。（農薬を土で分解させる）
　・薬液ボトルの保管は、キャップをしっかり閉め、鍵のかかるロッカーや箱で保管する。

　※購入の際には判取り帳に住所・氏名・連絡先を記入のうえ、押印が必要です。

●種子の発芽には光を必要とするので、種まきした後は板切れなどで押
さえ、土に種子をめり込ませ覆土はしない。
●休眠中の種子は発芽しないので、自家採取した種子は100日以上冷
所で貯蔵してください。
●短日になると花穂を出すので、８月頃から電灯照明を２～３時間おこな
うと、秋に良い葉を収穫できます。

【電球：60 ～ 100ｋＷ　高さ：1.5ｍ　長日処理：日没から21時まで】

栽培のポイント

作型
【栽培暦】

初心者（家庭菜園）向け

普通栽培

畑の準備1
❶早めに石灰をまいてよく耕しておく。植え付けの２週間く
らい前に元肥を施す。
❷１㎡当たり完熟堆肥５～６握り・油粕を75ｇ・園芸配合（特
７７７ＳＰ）を45ｇ施します。

❸図のように幅120cmの畝を作り、水が溜まらないように均平
にし、排水の悪い所では高畝とします。

★質の良い葉をたくさん取るには良い堆肥を多めに入れる。

●種子は一晩水に浸けておき播種します。育苗箱にすじま
き（条間６～７㎝）とし、板切れなどで押さえ、土にめり
込ませます。発芽までは新聞紙などで覆い湿度を保って
ください。

種まき２

●本葉が出始めの頃間引きをし、株間２cmくらいにします。
本葉２枚の頃株間・条間各９㎝くらいに仮植します。

間引き・仮植３

１月２月 ３月４月５月６月７月８月９月 10月 11月 12月

植付け４
●条間60㎝・株間40㎝くらいに植え付けます。植付
け後は株の周りにたっぷりと灌水します。

追肥・敷きワラ５
●草勢が15～ 20㎝程度に伸びた頃、畝の両側にば
らまき、クワで土に混ぜながら畝にあげます。追肥
の量は1㎡当たりCDU５５５を20g程度施します。乾
燥を嫌うので梅雨明け後敷きワラを行ってください。

収　穫６
●主枝の葉が10枚以上になった頃、下葉から順に
上に向かって摘み取ります。

　　　:播種　　:植付け　　■:収穫
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い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
四
万
十
町
の
「
ア
ト
リ
エ
四
万
十
」
の

カ
ヌ
レ
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
四
万
十
町
に

は
週
２
〜
３
回
の
割
合
で
行
っ
て
お
り
ま
す
が

「
ア
ト
リ
エ
四
万
十
」
の
店
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
度
、
四
万
十
町
に
行
っ
た
時
は
、
ぜ
ひ
、

買
っ
て
食
べ
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
佐
賀
支
所
管
内
・
71
歳
）

以
前
、
高
知
市
に
住
ん
で
い
る
時
、
よ
く
三
原

へ
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
妹
が
な
に
か
チ

ラ
シ
な
ど
で
見
て
い
て
「
ア
ト
リ
エ
四
万
十
」

に
寄
り
買
っ
て
食
べ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い

ま
す
。

（
宿
毛
支
所
管
内
・
71
歳
）

「
と
さ
の
さ
と
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ　

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
」

で
黒
潮
町
缶
詰
製
作
所
の
友
永
公
生
さ
ん
や

役
場
の
濱
口
無
双
さ
ん
の
缶
詰
を
ギ
フ
ト
商
品

に
と
い
う
記
事
を
見
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
大
方
支
所
管
内
・
71
歳
）

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
！  

ア
グ
リ
コ
レ
ッ
ト
で
お
店
の
魅
力

や
役
割
を
特
集
さ
れ
て
い
て
、
挑
戦
、
活
気
、

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
、
特
徴
を
見
つ
め
直
す
・・・

等
の
前
向
き
な
ワ
ー
ド
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま

し
た
。
燃
料
費
の
高
騰
等
で
大
打
撃
を
受
け

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
か
え
て
い
く
人
間
力
に
勇
気
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
大
方
支
所
管
内
・
58
歳
）

▼
四
万
十
町
に
あ
る
ア
ト
リ
エ
四
万
十
の
店
主

三
浦
さ
ん
、
本
場
フ
ラ
ン
ス
で
作
っ
て
い
た
と

の
こ
と
。
ぜ
ひ
私
も
食
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ア
グ
リ
コ
レ
ッ
ト
を
見
て
、
高
知
に
行
っ
た
ら

あ
っ
ち
も
こ
っ
ち
も
寄
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
宿
毛
支
所
管
内
・
70
歳
）

「
日
曜
市
の
い
も
天
」
本
当
に
お
い
し
い
で
す
。

一
度
だ
け
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
さ
の

さ
と
も一度
行
き
た
い
で
す
。

（
西
土
佐
支
所
管
内
・
62
歳
）

う
ち
ん
く
の
台
所
の
メ
ニ
ュ
ー
、
私
に
も
作
れ

そ
う
な
「
キ
ュ
ウ
リ
の
つ
く
だ
煮
」
作
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。「
黒
も
ち
の
赤
飯
」
も
作

り
ま
す
。
頑
張
っ
て
、
お
正
月
に
も
い
い
ね
。

（
大
方
支
所
管
内
・
71
歳
）

キ
ュ
ウ
リ
の
つ
く
だ
煮
は
作
っ
た
こ
と
が
な
く
、

わ
が
家
の
畑
で
作
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
で
作
り
た
い

で
す
。
こ
の
レ
シ
ピ
を
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
お
き

ま
す
。
白
ご
は
ん
の
お
か
ず
の
添
え
物
に
ぴ
っ

た
り
で
す
ね
。

（
宿
毛
支
所
管
内
・
71
歳
）

▼
ア
グ
リ
コ
レ
ッ
ト
は
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
「
と
さ
と
さ
と
」
の
隣
に
あ
り
ま
す
。

地
域
の
食
材
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
の
お
店
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
地
域
の
情

報
発
信
コ
ー
ナ
ー
な
ど
高
知
の
魅
力
を
ギ
ュッ

と
凝
縮
し
た
施
設
で
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
12
月
号
の
４
ペ
ー
ジ
右
下
に

も
住
所
や
営
業
時
間
等
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

「
と
さ
の
さ
と　

ア
グ
リ
コ
レ
ッ
ト
」

　

高
知
県
高
知
市
北
御
座
10‐10

　

０
８
８‐８
０
３‐５
０
１
５

　

営
業
時
間　

10
時
〜
19
時

　
（
レ
ス
ト
ラ
ン　

10
時
〜
20
時
）

▼
12
月
号
掲
載
の
女
性
部
宿
毛
支
部
の
キ
ュ
ウ

リ
の
つ
く
だ
煮
は
箸
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

第10期女性大学はた小町あぐりコース修了
　令和４年４月28日に開校した「あぐりコース」
は11月17日に修了式を迎えました。受講生がそ
れぞれ野菜を栽培し、難しさや大変さそれ以上に
生育中の愛着や楽しみ、収穫の喜びを感じてい
ただけたと思います。受講生同士で教え合い交
流も楽しかったとの感想も頂きました。最終回は
みかん狩りをして楽しみました。次期生の募集に
ついては決まり次第お知らせいたします。開校の
際は、皆さまぜひお問合せ下さい。

♥♥女性大学はた小町すてっぷあっぷコース♥♥
　第４回目のステンドグラス作りは、講師に吉川
理恵先生を招き12月７日に開催しました。はんだ
とコテと集中力を使って仕上げていきます。皆さ
ん初めての方が多い中仕上がりが上々 ！  「楽し
かった」とのお声も聞けました。次回第５回は革
細工作りです。


